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　アナンシエータは集中警報監視装置であり、プロ 
セスや装置の監視を行うために計器盤上にたくさん 
のランプを取り付けて、異常発生時にランプを点灯し、 
ブザーが鳴るようになっています。ANNUNCIATOR 
を辞書でしらべると ｢ 呼び鈴表示器（呼び鈴の合図が 
どの部屋から来たかを示す）｣ と書いてあります。

なぜアナンシエータが必要か
　たくさんの警報用ランプを計器盤に取り付けたと
き、新しく異常が発生した警報点と以前に異常が発
生してすでに点灯している警報点を識別する必要が
あります。また、新規に異常が発生したとき、ブザー
で知らせないと、いつの間にか異常になっていたと
いうことになります。

アナンシエータの基本動作

　上図において、異常接点入力がオンになると、そ 
れに対応した表示ランプが点滅し、同時にブザーが 
鳴ります。操作員が点滅しているランプを目視で確 
認してから、確認押釦スイッチを押すと、ランプは 
連続点灯に変わり、ブザーは停止します。ブザーと 
確認押釦スイッチは、異常点の数に関わらず共通に 1 
個ずつ用意されます。

アナンシエータの動作モード
　アナンシエータの主な動作モードは、次の 3 種類です。
　　● ノンロックイン形　　  ● ロックイン形
　　● ダブルロックイン形
　｢ ランプが点滅中すなわち確認押釦スイッチを押す 
前に異常接点入力がオフになったとき、それ以後の 
アナンシエータの動作をどうしたいか ｣ という観点 
から、これらのモードが選択されます。

ノンロックイン形
　ランプが点滅中に、異常接点入力がオフになった
ら、ランプもブザーも同時にオフになるモードです。

ロックイン形
　ランプが点滅中に、異常接点入力がオフになって
も、ランプは点滅を繰り返し、ブザーも鳴り続けま
す。確認押釦を押すと両方ともオフになります。

ダブルロックイン形
　確認押釦スイッチに加えて、ランプ消灯用押釦ス 
イッチを用意します。ランプが点滅中に、異常接点 
入力がオフになっても、ランプは点滅を繰り返し、 
ブザーも鳴り続けます。確認押釦を押すとブザーが 
オフになり、ランプは点滅から連続点灯に変わりま 
す。次に、ランプ消灯用押釦スイッチを押すと、ラ 
ンプがオフになります。

アナンシエータの実現方法
　数 10 年前から、アナンシエータ専用のランプ・モ 
ジュールやロジック・モジュールが使われてきまし 
たが、最近は、コストと盤内スペースの都合から、 
シーケンサのリレー・ロジックによりアナンシエータ 
を実現することが多くなっています。しかし、この 
方式の難点はシーケンサのリレー・ロジックを使用し 
てアナンシエータの動作シーケンスを作り上げるの 
が面倒なことです。

MsysNet システムに標準搭載
　5 月出荷製品から、ソフト計器ブロックとして ｢ ア 
ナンシエータ ｣ が標準搭載されます。リレー・ロジッ 
クをユーザーが組まなくても済むため、エンジニア 
リング時間が大幅に節約できます。
　ノンロックイン、ロックイン等の動作モードは、 
コードで選択するだけで済み、動作モードが不適切 
であれば実際に運転してからでも簡単に変更できま 
す。さらに、ロジックで実現するのが難しかったファー 
スト・アウト機能（連続して複数個の異常接点が入力 
したとき、最初にオンになった接点を表示する機能） 
も用意しています。これにより、シャットダウン時 
の最初の異常原因を容易に知ることができます。

アナンシエータ（ANNUNCIATOR）


